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いそぼ物語の原典の系統 について

古活字版寓話部序の分析を通じて

遠 藤 潤 *

WhatkindofAesop'sFablesinLatinwastranslatedinto

JapanesebytheJesuitmissionariesinthe16thcentury?

‐Byanalyzingtheprefaceofthefablesin`KokatsujibanIsopomonogatari'‐

Jun-ichiENDO

は じ め に

本論は古活字版 「伊曽保物語」(第1種 本1))の 寓話部序,す なわち中巻第十 「いそほ

物のた とへをひきける事」の具体的分析を通 じて,古 活字本そして天草本(た だし上巻の

み)の 原典の系統を追求するものである.な お,本 論は先行の拙論 「いそぼ物語試論2)」

(その1～ その5),「 いそぼ物語の研究一Caxton集 と古活字本 ・天草本_3)」 を基盤にし

ているものである.

1

天 理 図 書 館 に 『VitaetFabulae』(withtheItaliantranslationofFrancescodelTupPo.

Napoli.1485)と 称 す る ラ テ ン語 イ タ リア語 対 訳 イ ソ ッ プ寓 話 集 が 所 蔵 され て い る4).こ れ

は,上 田 敏 氏 が 『伊 曽保 物 語 考5)』 に お い て,「 伊 太 利 亜 に は 一 四 八 五 年 のTuppo訳,

一 」 と言 及 して い る シ ュ タイ ソ へ.一一.ヴェル 集 の イ タ リア語 訳 本 に 該 当 す る本 で あ ろ うか
.

このTuppo集(以 下,こ の よ うに 呼 ぶ)は,ラ テ ン語 の 本 文 に イ タ リア語 の訳 文 ・解 説

等 を 付 した もの で あ るが,そ の 構 造 は 次 の よ うに な っ て い る.

① 序 文

② イ ソ ヅ プ伝(LIBISTICIFABVLATORISESOPIVITAFELICITERINCIPIT.)

③ 寓 話 部(64話)

この よ うに 寓 話 部 の 構 造 は シ ュ タイ ンへ 一 ヴ ェル 集 ・カ クス トン集 と比 較 す る と,単 純

簡 素 で あ る.

こ の寓 話 部 と古 活 字 本 ・天 草 本 の 寓 話 部 とを 比 較 す る と 〔表1〕 の よ うに な る.こ の 表

に は参 考 と して カ クス ト集 との比 較 を も示 して お い た.

こ の 〔表1〕 を 見 る とわ か る よ うに,Tuppo集 寓 話 部 は ロムル ス集 第1巻 か ら第3巻

ま で に該 当 す る 内 容 な の で あ る.64話 中,第1話 ・第22話 ・第61～64話 の 計6話 を 除 い て,

あ とは カ クス トン集 の ロム ル ス 集 第3巻 まで の 寓 話 に 対 応 す る6).本 文 は,ま ず ラテ ン語
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〔表1〕Tuppo集 寓話部 と古活字本 ・天草本寓話部 との比較.

Tuppo集

1.Prothesiscomparatiua.(序)

2.Degalloetiaspide.(鶏 と 宝 石)

3.DeIupoetagno.(狼 と 小 羊)

4暑lmU「e「anaetm"UO・(鼠 と蛙 と

5.Decaneetoue.(犬 と 羊)

ecanegerentecarneminore.6
.(犬 と 肉 片)

DeLeoneoueCapraetiuuenca.7
.(獅 子 ・山 羊 ・羊 ・雌 牛)

&臭 鰯eminanubentefu「1・(盗 人 と

9.Delupoetgrue.(狼 と 鶴)

10.Deduabuscaniculis.(二 匹 の 犬)

11.Deviroetcolubro.(人 と 蛇)

12.Deaproetasello.(騙 馬 と 猪)

Demurerusticoetvrbano.13
.(田 舎 の 鼠 と 都 会 の 鼠)

14.Devulpeetaquila.(狐 と 鷲)

15.Deaquilaettestudine.(鷲 と 蝸 牛)

16.Devulpeetcoruo.(狐 と 烏)

DeLeoneaprotauroetasello.17
.(獅 子 ・野 猪 ・雄 牛 ・騙 馬)

・&輪atulohe「oetase】lo・(小 犬 と

19.Deleoneetmure.(獅 子 と 鼠)

2α 息lmi'uoete'usmat「e.(鳶 と そ の

21.Deirundineetrustico.(燕 と 農 夫)

DeAtheniensibuspetentibus22
,regem .

23,Deranisethidroeorumrege.

24.Deregioaccipitreetcolumbis.

25.Defureetcane.(盗 人 と 犬)

26.Delupoetsuccula.(狼 と 母 豚)

Deterrapurturientemurem.27
.(大 地 の お 産)

28.Delupoetagno.(狼 と 小 羊)

29斑 笑3eete'usdomino・(犬 と そ

Desilualeporibusetrams.30
.(野 兎 と 蛙)

31.Delupoethedo.(狼 と子 山 羊)

32.Derusticoetangue.(農 夫 と 蛇)

古活字本

を
Φ孟吐

事騰臆αー

1.狼 と羊 の 事(中11)

2.犬 と羊 の 事(中12)

3.犬とい むら留3)

煙 轟 ●羊葎1ず
5.日 輪 と盗人の轟 、5)

6.鶴 と狼 の事(中16)

7.獅子王と驕 欝7)

&京 田舎の鼠の轟 、8)

9.狐 と鷲 の 事(中19)

・o.鷲とかたつぶ謝

11.烏 と狐 の 事(中21)

12.馬 と犬 との 事(中22)

13.獅子王 と鼠の饗戸23)

14.燕 と諸鳥 の事(中24)

}
・畷 つが羅 獄

16.鳶 と鳩 の 事(中26)

天 草 本

1.狼 と羊 のたとえの事

2.犬 と羊 の事

3.犬 が 肉を含 んだ事

4獲 と犬と狼と豹と

5.鶴 と狼 の事

6.鼠 の 事

7.鷲 と蝸牛 の事

8.烏 と狐 の事

9.ゑ の こ と馬 の事

10.獅 子 と鼠 の事

11.燕 と諸鳥 の事

ス
る

ナ
た

テ

ベ

ア
述
事

,に

の

ポ

々
え

ソ
人
と

イ

の
た

nー

13.鳶 と鳩 の 事

14.狼 と豚 の 事

Caxto-

n集

序

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

序

「
21

22

23

24

25

26

27

28

29

30
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3嚇ce「uooueet'upo・
(鹿と羊 と

34.Demuscaetcaluo.(蝿 と は げ 頭)

35.Devulpeetciconia.(狐 と 鶴)

Delupoetceruicehumana.36
.(狼 と 木 偶)

3囑9「aculoet pauonibus.(,,,.と 孔

38.Demulamuscaetmulione.

39.Demuscaetformica.(蝿 と 蟻i)

40.Delupovulpeetsimio.(狼 ・狐 ・猿)

41.Deviroetmustela.1(人 間 と い た ち)

42.Deranaetboue.(蛙 と 牛)

43.Deleoneetpastore.(狛 雨子 と 牧 人)

44.Deequoetleone.(馬 と 狛頂子)

45.Deequoetasello.(馬 と 騙 馬)

Depugnaauiumcum46
.dibus

.(鳥 た ち と 獣 た ち)
quadrupe一

Dephi.lomenaetaccipitre.47
.(ナ イ チ ン ゲ ー ル と 鷹)

4&P糊ovulpeetpasto「e・ (狼 ・狐

49.Deceruoetfonte.(鹿 と 泉)

50.Deviroetuxore.(男 と 妻)

51.Deiuueneetthayde.

52.Depatreeteiusfilio.(父 と 息 子)

Deviperaetlima.53
. り)

(まむ しとやす

Deiupisetouibus.54
. ち)

(羊たちと狼 た

Devillanolucoetsecuri.55
. 人)

(山と杣

56.Delupoetcane.(狼 と犬)

Deconspirationemembrorumadue-57
.rsusstomachum

.(人 間 の 手 足 と 胃)

58.Desimiaetvulpe.(猿 と 狐)

59.Deaselloetinstitose.(騙 馬 と人)

60.Deargoceruoetbobus.

61.Deludeoetpincernaregis.

62.Deciueetequiteregis.

63.DeCaponeetaccipitre.

Demercatoreeteiusuxore.64
.(商 人 と そ の 妻)

以上合計64話(「 序」 も含む)

62.鶴 と狐 の 事(下32)

17.烏 と孔雀 の事(中27)

18.蝿 と蟻 の 事(中28)

19.馳 の事(中29)

52.蛙 と牛 の事(下22)

※ 獅子王 とパ ス トル の
21.事(中31)

20.馬 と獅 子王の雅3。)

22.馬 と騙 馬の事(中32)

2a劉 輪 鮮 ひの

24.か の し ＼の 事(中34)

26,腹 と五体 の事(中36)

27.人 と13.の 事(中37)

合 計29話(「 序」 も含
む)

15.孔 雀 と鳥の事

16.蝿 と蟻 の事

17.獅 子 と馬 の事

18.馬 と.,:.;,,馬 の 事

19.鳥 と獣 の 事

20.鹿 の事

21.腹 と四肢六根 の事

合計21話

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59
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注
1.Tuppo集 の寓話番号は筆者が依拠 した天理図書館本 におけ るものであ る.

2.古 活字本 ・天草本の寓話番号 は,ま ず筆者 の付 した通 し番号を示 し,寓 話題名の後に,た とえ

ば 「中巻第十〇 話」を(中11)の ように して付 した.

3.Caxton集 の欄 はTupPo集 との対応 を知 るために加えた もので,寓 話番号 を筆者 の付 した通

し番号に よって示 した もの.

4.古 活字本 ・天草本の欄 の※ 印は,そ の寓話 配列順序 に問題があ ることを示す.

本 文 を 掲 げ,次 に そ の イ タ リア語 訳 文,そ して,

る.

イタリア語での解説等を付 したものであ

z

寓 話 部 で第1話 「PROTHESISCOMPARATIVA.FABVLA.1.」 とあ る の は 寓 話 部

の序 文(ま た は 第1巻 の序 文)で あ る.そ れ は 次 の よ うな も の で あ る(筆 者 下 線 部 は 注

(9)参 照).

vTIVVETETPROSITCONATVRPAGINAPRAESENS

Dulciusarridentseriapictaiocis.

HortulusisteparitfructuNCUflore:

fauore

Flos&fructusemunt:hicnitet

illesapit.

Sifructusplusfloreplacetfructumlege:siflos

plusfructu:florem:siduo:carpeduo.

Nemihitorpentesopiretinertiasensum

Inquoperuigiletmensmeamouitopus.

Vtmessispreciumdeuilisurgatagello

Verbulasiccadeuscomplueroretuo.

qVerborumleuitasmorumfertpondushonustum:

qEtnucleumcelataridatestabonum.

以 上 で あ り,こ の あ と に イ タ リア 語 に よ る 「YMAGO」,「TROPOLOGIA」,rALLEGO-

RIA」,rANAGOGE」,rEXEMPLVM」 が 付 く7).

こ の 序 文 は 天 理 図 書 館 蔵 『ZEsopiFabvlae』(Antverpia.PetrusAegidius.1545)と い う

ラ テ ン語 本 の 扉 に も 見 え る も の で あ る.こ の 本 は イ ソ ッ プ伝 を 持 た な い 寓 話 集 で,寓 話 部

の 内 容 はTuppo集 に 一 致 す る と言 え る も の で あ る8).

ま た,こ の 序 文 は 天 理 図 書 館 蔵 『MythologiaEsopica』(IsaaciNicolaiNeveleti.Fran-

cofurtum.NicolaiHoffman.1610)と い う ギ リ シ ア 語 ラ テ ン語 対 訳 系 の 本 の 寓 話 部 に あ る

『AnonymiFabv1εeZEsope～ £』(「 無 名 氏 に よ る イ ソ ッ プ 寓 話 集 」.こ の 集 は ラ テ ン 語 本 文 の

み)の 冒 頭 に も 掲 げ ら れ て い る9).こ の 寓 話 集 は60話 を 有 し,TupPo集 そ し て 前 述 の1545

年 ア ン トワ ・一一プ 刊 本 と 同 系 で あ る.
はな み

と ころ で,こ の 序 文 で 注 目す べ き こ とは,こ の文 章 が 「花 と実 」 の た とえ を 主 体 と した

もの で あ る とい うこ とで あ る.そ の 点 に 触 れ る前 に,ま ず,そ の 日本語 訳 文 を 掲 げ て み よ

う10).

本 書 は,楽 しみ とな り,益 あ らん こ とを 目指 して い る11).荘 重 に 描 か れ た もの は,冗
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談以上に,笑 いを誘 うものである.

この庭園は,花 とともに実をうみだす.花 と実とは,好 意(称 賛)を かち得る.花 は

美 しく輝き,実 は良い味がするから12).

もし実が花以上に気に入るなら,実 を集めなさい.花 が実以上に気に入るなら,花 を

集めなさい.も し両方が気に入るなら,両 方を摘みなさい.

怠惰が私の鈍い感覚を眠 らせる13)ことのないように,感 覚において私の魂が 目ざめて

いるように,私 の魂は仕事をした14).

卑 しい土地15)から,高 貴な収穫16)があがるように,神 よ,乾 いた(無 味乾燥な)言 葉

をあなたの露でぬ らして下さい17).

言葉の軽やかさ(軽 さ)は,人 とな りの実直な重さを担 うものであり,乾 いた硬い殻

は,良 き核をおおっているものである.

3

TupPo集,そ して 上 述 の1545年 ア ン トワー プ刊本,お よび1610年 刊Neveleti集 で は,

この 序 文 の 後 に 寓 話 部 が 始 ま るが,そ の寓 話第1話 は 「Degalloetiaspide.」 す なわ ち

「庭 鳥 と玉 」 で あ る.そ うす る と,古 活 字 本 寓 話 部 序 「い そ ほ 物 のた とへ を ひ き け る事 」

(中 巻 第10話)は,ヨ ー ロ ッパ 語 原 典 に お け る この序 文 と寓 話 第1話 とを 一 つ に した もの

で あ ろ うと推 定 す る こ とが で き る の で あ る.古 活 字 本 寓 話 部 序 は 次 の よ う),rY`.なっ てい る.

十 いそほ物のたとへをひきける事
あん そ

つらつら人間のあ りさまを案ずるに,色 にめで香に染めける事をもととして,よ き
し こと まき

道を知る事なし.さ れば,こ の巻物を一本の植木には必花実あ り.花 は色香をあらは　 こと し

す物な り.実 はその誠をあらはせ り.さ れば,庭 鳥になぞらへてその事を知るべ し.
ちり ゑ じき

庭鳥,塵 あ くたに うつもれて餌食をもとむる所に,い とめでたき玉をかきいだせ り.
とり もち ふ え じき

庭鳥かつてこれを用いず,踏 みのけてをのれが餌食をもとむ.そ のごとく,あ やめも
し ひと とり たま

知 らぬ人には,た だ庭鳥にことな らず.玉 のごとくなるよき道をぽすこしも用ず,あ
か そ み

くたなる色香に染みて一生を くらすものなりとそ見え侍 りける.
はな み

この筆者下線部が 「花と実」のた とえが主体 となる部分である.そ して,こ の部分は天

草本総序 「読諦の人へ対 して書す」にも見えるものである.天 草本総序を掲げてみよう.
どくじゆ

読諦の人へ対 して書す.
み けうけ

惣 じて人は実もなきたわむれ言には耳を傾け,真 実の教化をば聞 くに退屈するによ
ちか

って,耳 近きことを集め,こ の物語を板に刻むこと,た と}ぽ 樹木を愛するに異なら

ず.そ の 故 は,植 木 に は 益 な き枝 葉 多 し といi{,.ども,そ の な か に 良 き実 あ るを も っ て,

枝 葉 を 無 用 と思 わ ぬ が ご と くな り.か るが ゆ え に,ス ペ リヨ レス の 仰 せ を も って,こ
につぼん やわら せんざく はん

の物語をラチンより日本の言葉に和げ,い ろいろの穿墾の後,板 に開かるるな り.こ

れ,ま こと)/TYI._.日本の言葉稽古のために便 りとなるのみならず,良 き道を人に教}語 る

便 りともなるべきものな り.

この筆者下線部が古活字本の筆者下線部 と対応する部分である.こ のように比較をする

と,古 活字本の筆者二重下線部,す なわち意味の通 じない部分には,脱 文があると推定で

きることになる.つ まり,天 草本の筆者二重下線部 「板に刻むこと,た と}ば 樹木を愛す
まき

るに異ならず.そ の故は,」 を古活字本のこの 「この巻物を」 と 「一本の植木には」との

問に入れてみると,「 この巻物を板に刻むこと,た とえば樹木を愛するに異ならず.そ の
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故は,一 本の植木には」とな り,意 味が通ずるようになるのである18).現 存古活字本の祖

本であったキ リシタンの 日本語訳本,す なわち筆者の言う 「古活字本祖本」では,こ の部

分は大体このような文脈であったのではなかろうか.古 活字本祖本は出版されたもの とは

考えられないから,少 な くとも 「板に刻むこと」は問題 となる.し かし,そ の辺のところ

は,た とえば 「日本の言葉に和 ぐること」等 となっていたかなど,考 え様があるようにも
まき

思われる.ま た,次 のようにも考えられる.古 活字本のこの意味の通じない 「この巻物を

___.本の植木には必花実あ り.」 とい う文は,Tuppo集 の序文の日本語訳文中の 「この庭

園は,花 とともに実を うみだす.」 に対応するものと考iL..ることができる.Tuppo集 の

「この庭園」は 「本書」(訳 文参照)を 指す比喩 と考}ら れる.そ の比喩を古活字本編者

(訳者)は 「この巻物」と,説 明的に 日本語訳 しようとしたのだが,そ の訳出に失敗した

結果,こ のように意の通じない訳文になったのか と考えることもできるだろ うと思 うので

ある.し かし,ど の考え方が適当であるかについては保留して,こ こでは考え方を述べる

だけにしておきたい.

ところで,天 草本のこの 「花と実」(「益なき枝葉」 と 「良き実」)の たとえを有する文

章は,天 草本の 「総序」 として在るのである.そ の点が古活字本の場合と大きく違 うとこ

ろである.し か し,Tuppo集 や1545年 アン トワ・一一一プ刊本等との比較らか見れぽ,「庭鳥と

玉」の寓話を含む古活字本の場合の方が原典の構造を反映 していると考えざるをえない.

つまり,天 草本編者が古活字本祖本に依拠し,そ の寓話部の序であった ものに手を加えて

天草本の総序 とした,と い う関係が考えられるのである.天 草本編者は古活字本祖本の寓

話部序か ら 「庭鳥と玉」のたとえを除去し,そ こに天草本出板のいきさつを述べる条を入

れ,そ れを総序 としたのであろ う.だ から,天 草本),rは 「庭鳥 と玉」の話(寓 話部 第1

話)が 無いのである.

4

次に,古 活字本寓話部序 と天草本総序との共通点について述べてみ よう.既 に述べてい

ることではあるが,ま ず,Tuppo集 や1545年 アン トワープ刊本等では,こ の 「花と実」

のたとえを持つ文章は寓話部の序 として独立 した一文章であるが,古 活字本 ・天草本では

そ うではないとい う点が挙げ られる.古 活字本 ・天草本では,そ れが一文章の導入部 とし

て用いられているのである.古 活字本では,こ の導入部のあとに,「 されば,庭 鳥),rY`.なぞ

らへてその事を 」 と本題に入 り,天 草本では 「かるがゆえに,ス ペ リヨレスの仰せ

をもって,」 と,本 題に入る.Tuppo集 等の場合とは相違するとい う点において

共通する古活字本 ・天草本のこの共通点は,既 に述べた 「庭鳥と玉」の話に続 くとい う点

で古活字本の場合の方が原典的であるとい うところから,天 草本編者が古活字本祖本に依

拠したとい う関係が考えられるのである.

この共通点は次の共通点と結び付いている.す なわち,Tuppo集 等のその序文の全体

が導入部として用いられているとい うわけではない とい う点において,古 活字本の場合と

天草本の場合とは共通しているのである.
あん

古活字本の筆者下線部 「つらつら人間のありさまを案ずるに,」 か ら 「実はその誠をあ

らはせ り.」までに対応するTuppo集 等の寓話部序の部分を,日 本語訳文で挙げると,

本書は,楽 しみとな り,益 あらんことを 目指 している(楽 しみとな り,益 あらんこ

とを目指して本書を与える19)).荘 重に描かれたものは,冗 談以上に,笑 いを誘 うもの

である.
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この庭園は,花 とともに実 をうみだす.花 と実とは,好 意(称 賛)を かち得る.花

は美 しく輝 き,実 は良い味がするか ら.

とな り,こ の範囲が古活字本の筆者下線部に対応すると言}る のである.こ の点は天草

本の場合でも同様である.つ まり,Tuppo集 では 「楽 しみ」 と 「益」 とを 「花」と 「実」

とにた とえ,「本書」(「この庭園」)は その二つを共に読者に与えると述べているのである

が,そ の主旨の部分を古活字本 ・天草本では利用 しているのである.こ の共通点も,上 述

の共通点 と共に,天 草本編者が古活字本祖本に依拠したことを物語っていると言えるだろ

う.

さらに,古 活字本 ・天草本には次のような共通点が見られるのである.Tuppo集 等で

は,そ の序文全体を通 じて 「楽 しみ」 と 「益」,す なわち 「花」と 「実」とは,価 値的に

対等のものとして,相 対的な関係に置かれていると言えるのであるが,古 活字本 ・天草本

ではそ うではない.古 活字本では,「花」は 「色香」をたとえたものであり,「実」は 「誠」

をたとえたものである.そ して,そ の両者の価値は対等ではない.「 誠」すなわち 「実」

を 「よき道」に通ずるものとし,「 あ くたなる色香」すなわち 「花」を否定しているので

ある.「 誠」すなわち 「実」を絶対視しているのである.こ の価値観の違いに注目しなけ

ればならないであろう.古 活字本のこの価値観,す なわち古活字本祖本編者(訳 者)の 価

値観は,キ リシタン的価値観の反映 と考}て よいであろう20).

そして,そ のキリシタン的価値観が,天 草本ではさらに徹底 した ものとなっていると言

える.天 草本では 「花」(す なわち 「楽しみ」)と い う観念は消失する.す なわち,「 花」

に替わって 「益なき枝葉」が登場 し,そ れが 「良き実」と対 しているのである.「 益なき

枝葉」とは,「 実もなきたわむれ言」をた とえたものであ り,「 良き実」とは 「真実の教

化」(真 実の教})を たとえたものである.こ の価値観は古活字本の場合,す なわち古活

字本祖本の場合よりもいっそ う徹底 したものであ り,キ リシタンの伝道的価値観(キ リス

ト教的価値観)が 表面に顕われたものと言ってよいであろ う.

この点 も,Tuppo集 等の場合とは一致 しない とい う点において共通する古活字本 ・天

草本の共通点 として指摘することができ,そ の古活字本(古 活字本祖本)と 天草本との間

には,価 値観の徹底 という点でこのような程度の差が見られるのである.天 草本の場合の

キリス ト教的価値観の顕現は,天 草本の場合が単なる寓話部序ではなく,総 序 として在 る

とい うことと関係する問題であろう.そ して,こ のような点から見ても,天 草本編者が古

活字本祖本に依拠 しているとい うことが考}ら れるのである.

5

この 序 文 を 有 す る,前 述 の1610年 フ ラ ソ クフ ル ト刊 『Mythologia記sopica』 所 収 の

『AnonymiFabvlaeZEsopeεe』(無 名 氏 に よ るイ ソ ッ プ寓 話 集)と い う寓 話 集 は,上 田敏

氏が 『伊 曽保 物 語 考 』 で,ロ ムル ス 集 の 系 統 を,

()Romulus集.喩 言 八 十 三,普 通 之 を 四 巻 に 別 つ.最 古 の写 本 は大 英 博 物 館 蔵,

十 世 紀 の筆 跡.

口ZEsopusadRufum或 は略 してRufus集.喩 言 八 十 二.此 写 本,前 はWis-

seburg今 はWolfenbUttelに あ る.

rAnonymusNilanti集
.一 七 〇 九 年Nilant之 を 刊 行 した 故,此 名 が あ る.喩 言

六 十 七.後 の研 究 に て十 〇 世 紀 の 人AdemardeChabannesの 編 と定 ま り,Ademar

集 と もい ふ.
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と,三 種を挙げ,こ れ),rついて,

此他なほ多少の変化ある異本数種はあるが,皆 上述三系統のどれかに属 してゐる.

而して此三者は中世喩言集の根元に対 して三段の階梯をなしてゐるので,ア ドマル集

が最も源泉に近 く,ル ウフス集之に次ぎロムルス集が最も遠ざかつてゐる.而 してこ
いつくん ラ テ ンヤ ム プ ス

の 源 泉 とは 何 ぞ と研 究 し てみ る と,契 ぞ 知 らむ,か の有 名 な る羅 旬 短 長 律Phaedrus

喩 言 集 な らむ とは.要 す るYT中 世 の散 文 喩 言 集 は フ ァイ ドル ス の 転 詑 で あ る.随 つ て

今 日の所 謂 伊 曽保 物 語 は フ ァイ ドル ス に 多 少 の 増 補 を 加 へ た もの で あ る.

と述 べ られ るが,こ の 『AnonymiFabvlaeZEsopeae』60話 は,そ の日 の ア ドマ ル 集 の系

統 の もの で あ ろ うか.

な お,上 田 氏 の上 述 の 論 考 第 一 七 節 に は,さ らに 次 の よ うに 在 る(筆 者 下 線 部).

マ リイ が 喩 言 集 以 来 十 二 世 紀 の 英 国は 一 時 実 に 喩 言 の 本 国 の 如 く見 え た.現 に 種 々

の ロム ル ス 集 が,此 国 で 筆 写 され,殊 に ロム ル ス集 一」二 三 巻 を羅 旬 の 聯 句 に 書 き改 め

た 写 本 はGaricius,Garritus,Galfredus,Hildebertus,UgobardusdeSalmone・

Waltherus,Salo,Salone,Serlo,BernarddeChartres,Accius,Alanus等 の 名 で 非

常 に 広 く愛 読 さ れ た.Neveletが 一 六 一一 〇 年 フ ラ ソ ク フ ノLト でMythologiaAesopica

に 出板 した 集 は 即 ち これ で あ る.所 謂AnonymusNeveletiで あ るが,エ ルギ ウの 穿

墾 に 依 つ て,今 此 書 の 撰 者 娃_Ω 】terusAnglicus(WalterofEngland)と 定 ま つ た.

そ うす る と,『AnonymiFabvlae/Esopeεe』 は 上 掲 の 論 考 に お け る日 の ア ドマ ル 集 系 な

の で あ ろ うか,そ れ と もeの ロ ムル ス 集 喩 言83話(全4巻,各 巻 約20話)か ら第3巻 ま で

を挙 げ,第4巻 を 除 去 した もの と考 え るべ き もの で あ ろ うか.

そ れ は それ と して,こ こで 改 め て 次 の こ とが 問 題 とな る の で あ る.古 活 字 本 の 寓 話 部 は

シ ュタ イ ソヘ ー ヴ ェル 集 の 寓 話 部,そ してそ の 英 訳 で あ る カ クス トソ集 の 寓 話 部 とそ の構

造 が一 致 す るの で あ るが21),そ の カ ク ス トン集 寓 話 部)/Yけ る最 初 の 寓 話 集 ロムル ス集 の

第1巻 の 序 「qHerebegynneththeprefaceorprologueofthefyrstebookofEsope」

の 内 容 は 次 の よ うな もの な の で あ る.　
国RomulussoneofThybereoftheCyteofAtyque,gretyng,Esopemanof

Grece,subtyleandlng占y。us,techethinhisfablesh・wmen・ughtt・kepeand　
rewlethemwel1,Andtothendethathesholdshewethelyfandcustomesofal

manerofmen,heinduceththebyrdes,thetreesandthebeestesspekyngetothende

thatthemenmayknowewherforethefableswerefound,Inthewhichehehath

wretonthemalyceoftheeuyllepeopleandtheargumentoftheImprobes,He

techethalsotobehumbleandfortousewordes,AndmanyotherfayrEnsamples

rehercedanddeclaredhereafter,thewhicheIRomulushauetranslatedouteof　 　
GrekestongueintoLatyntongue,thewhicheyfthouredethem,theyshalleaguyse　 　
andsharpethywytteandshalgyuetothecauseofIoye.

カ クス トソ集 で は この 序 文 の 後 に,寓 話 第1話 す な わ ちrqThefyrstfableisofthe

Cokandofthepreciousstone」(庭 鳥 と玉)が 置 か れ る の で あ る.さ て,こ の 序 文 で あ

る が,こ こに は 「花 と実 」 の た とえ は 登 場 しな い.つ ま り,こ れ はTuppo集 等 の 場 合 と

は違 う序文 な の で あ る.そ れ で は,シ ュ タイ ン へ,一ヴ ェ ル集 の場 合 は ど うで あ ろ うか.小

堀 桂 一 郎 氏 の 「『伊 曽保 物 語 』 原 本考(上)」22)に よ る と,シ ュタ イ ソ ヘ ー ヴ ェル 集 に お け

る ロ ムル ス 集 第1巻 の 序 文 は 「(Incipitprefatio-Incipitfabularumliberprimus

序 言一 寓 話 第 一 巻 の 始 め)」 とあ り,そ の 内 容 に つ い て は,「 序 言 は ロ ムル ス とい ふ ア テ
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ネの 都 人 士 が そ の 息 子 テ ィベ リウス に 向 つ て イ ソポ の 寓 話 を 教 訓 と して語 りきか せ る とい

ふ 体 裁.」 とあ るか ら,上 掲 の カ クス トソ集 の序 文 は そ の 英 訳 そ の も の と言 え る だ ろ う.

そ うす る と,同 じシ ュ タィ ンヘ ー ヴ ェ ル集 系 の一 本 で あ った と考 え られ る古 活 字 本 祖 本 の

原 典 の 場 合 は ど うで あ った の か とい うこ とに な る.つ ま り,古 活 字 本 祖 本 の原 典 の場 合 は,

シ ュタ イ ンヘ ー ヴ ェル 集 系 で あ りな が ら,こ の 内容 の序 文 で は な く,Tuppo集 等 の場 合

の 「花 と実 」 の た とZ.を 有 す る序 文 が 在 った の か とい うこ とに な るの で あ る.

6

筆者は何 よりもまず古活字本寓話部の構造がシュタインヘーヴェル集の寓話部の構造に
一致するとい う点を重視 しなければならないと考える.Tuppo集 等の寓話部は,シ ュタ

ィンヘーヴェル集寓話部の第1寓 話集 ロムルス集の第1巻 から第3巻 までに対応すると言

えるのであるから,こ れらの集もやは り何 らかの意味ではシュタインヘーヴェル集系 と考

えてよいのではないであろうか.そ うすると,古 活字本祖本の原典は,そ の寓話部の構造

はシュタインへ・一一ヴェル集と一致し,そ の寓話部序文 としてはTuppo集 等の 「花 と実」

のたとえを有する序文が在ったものと考えざるをえな くなるのである.

以上

〔追記〕

本論では吉田昌市氏のお世話になった.Tuppo集 等の序文の日本語訳を快 くお引き受

け下さった氏の御好意に感謝を捧げる.な お,他 にも多 くの問題が残されているが,そ れ

らについては近刊予定(昭 和58年2月)の 拙著 『邦訳二種伊曽保物語の原典的研究・正編』

(風間書房)に おいて論 じさせていただ く.

注

1.国 立国会 図書館蔵無刊記十一行本.

2.「 その1」(国 学院雑誌第78巻 第4号 ・昭和52年4月).「 その2」(同 上第78巻 第7号 ・昭和52

年7月).「 その3」(同 上第78巻 第8号 ・昭和52年8月).「 その4」(同 上第79巻 第7号 ・昭和53

年7月).「 その5」(同 上第79巻 第12号 ・昭和53年12月).

3.「 徳島大学学芸紀要(人 文科学)」 第30巻(昭 和55年11月).

4.天 理図書館編r欧 本 イソップ物語』(善 本写真集第三十八 ・昭和47年10月)に 解説有 り.

5.改 造社版 『現代 日本文学全集第二十篇』(昭 和4年)の 「上田敏集」所収の ものに拠 る.こ の

論 はJ.Jacobsの 『HistoryoftheAesopicFable』(1889)に 依拠 した ものであ る.昭 和3年

7月7日 の,京 都大学楽友会館 での 「伊 曽保物語 展観」の 目録に 「JosephJacobs著,カ ックス

トン伊 曽保物語書志及 び伊 曽保流喩言史(英 文)二 冊」 とあるのが この書で,こ の条には 「〇 八

八九年刊,上 田敏博士 旧蔵,京 大 図書館現蔵」 とあ る(目 録 は新村 出全集第7巻 に拠 る).

6.こ の点,す な わちカクス トン集寓 話部の全 構造(「 注2」 の拙論 「その5」 参照)に 一致 す る

ので はな く,カ クス トン集寓話部 における第1寓 話集pム ル ス集全4巻 の第3巻 まで しか対応 し

ない とい う点,ま た,以 下で述べ る 「序文 」の点 か ら考えて,こ のTuppo集 が上 田敏氏 の 「一

伊太利亜には一四八五年のTuppo訳,一 」 とr伊 曽保物 語考』で述べ られ るシュタイ ンヘー

ヴ ェル集の イタ リア語訳本に直接該 当す ると見 ることには無理 があ ると思われ る.

7.こ れ らの本文 はイタ リア語訳文,そ して解説 と言え るだろ う.「ymago」 は 日本語訳 すると 「映

像 ・似姿 ・写 し」(羅 葡 日対訳辞 書で 「imago」 を見 ると,「 影,又 は写 し,又 は絵像,木 像な

ど.」 とい う意が ある)等 とな り,こ の見 出 しによ る本文が イタ リア語訳本文 であ る.以 下,「 解

説」で あるが,「tropologia」 は 「比喩的表現」(羅 葡 日対訳辞書 を見 ると,「人 の形 儀を直すため
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に,た とえを引いて言 う物語.」 とい う釈義があ る)と い う意 で,本 文 の比 喩について述べた も

のであ ろう.以 下 の 「allegoria」(比喩 ・風喩)・ 「anagoge」(神 秘白勺解釈 ・解釈)・ 「exemplum」

(模範 ・見本 ・例.羅 葡 日対訳辞書を見 ると 「.談 義な どに引 く故事証拠な どを言 う」 とい

う釈義が ある)に ついて は不分 明な点 があるが,こ れ らを一括 して 「解説」 と呼んで おいて も差

し支えな いで あろ うと思 う。

8.「 注4」.

9.「 注4⊥ なお,以 上三種の序文の語句の相違 は次 のよ うになる(下 線 部一 他二者 との相違).

Tuppo集 下線部 1545年 木 AnonymiFabul記

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

IVVET

CONATVR

fauore

hicnitet:

illesapit.

sopiret

mouit

precium

uili

complue

iuet

donatur

fauores.

hicsapit,

illenitet.

sopitet

nouit

precium

vigils

impleat

ore

SUO.

leuitas

honestum.

iuuet

conatur

fauorem

hicsapit,

illenitet.

sopiret

mouit

pretium

rore

tuo.

leuitas

honustum

Vlll

implue

rare

tuo.

lenitas

honestum.

10.筆 者が吉 田昌市氏(徳 島大学助教授 ・教養部 ・哲学)に 日本語訳を依頼 した,そ の訳文.

11.こ の部分 は1545年 ア ン トワーフ。刊本 の場 合では,「 楽 しみ とな り,益 あ らん ことを 目指 して本

書を与え る」 とい う意 とな る(吉 田氏注釈).「 注9」 参照.

12.ア ン トワープ刊本およびAnonymiFabulaeZEsop㈱ の場合は 「hicsapit,illenitet」 とな っ

てお り,「 実 は良 い味が し,花 は美 し く輝 くか ら」 という順序 とな る.「 注9」 参照.

13.こ の 「眠 らせ る」の部分 は,ア ン トワープ刊本で は 「sopitet」とな ってお り,意 味不明.TupPo

集お よびAnonymiFabulaeの 場合は 「sopilet」で,「 眠 らせ る」 とい う意にな る(吉 田氏注釈).

「注9」 参照.

14.こ の 「仕事を した」 の部分 は,ア ン トワープ刊本では,「 労苦(労 働)を 知 った」(n・uitopus)

とい う意 になる(吉 田氏 注釈).「 注9」 参照.

15.こ の 「卑 しい土地」の部分 は,ア ン トワープ刊本で は 「vigilな 土地」 とあ り,下 線部は 「目

ざめてい る ・張 り番を して いる」 という意 の形容詞で あるが,そ れは 「土地」 とい う語 とは合 わ

な い.TupPo集 およびAnonymiFabu漉 の場合は 「vilis」とい う形容詞が用い られて お り,

訳文の ような意 とな る(吉 田氏注釈).「 注9」 参 照.

16.こ の 「高貴 な収穫 」の部分はAnonymiFabulaeの 本文 に拠 る訳.TupPo集 およびア ン トワ

ープ刊本 の場合 では 「祈 りの収穫」 とな り,意 が通 じな い(吉 田氏注釈).「 注9」 参 照.

17.こ の 「ぬ らして下 さい」の部分はAnonymiFabul田 の本文 に拠 る訳.TupPo集 の場合は

「complue」 となってお り,こ のままでは意味不明.似 た語を探す と 「comple」 があ るが,こ の

語で考え ると 「満た して下 さい」の意 とな る.ま た,こ の文 はア ン トワープ刊本では 「乾い た言

葉を神が御 自身の 口によって豊か に して(完 成 して)下 さるよ うに」 とい う意 とな る(吉 田氏注

釈).「 注9」 参照.

18.岩 波 日本古典文学大 系r仮 名草子集』所収 「伊曽保物語」の森 田武氏 の 「この巻物 」の頭 注に

も次のよ うにあ る.「 前章末尾のrい そほが物語』を さす ので あろ う.こ の部 分,諸 本 とも底本
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に同 じだが,こ こに脱文が あるか.天 草版 の序 にrウ エキ(樹)ニ ハ益 ナキ枝葉多 シ ト錐 モ,ソ

ノ中二良 キ実 アル ヲ以 テ枝葉 ヲ無用 ト思 ワヌガ如 クナ リ』 とあ る.こ の よ うにr巻 物』 を樹 木に

た とえ る意味の語句が脱 して いるので あろ う.」.

19.「 注11」.

20.吉 田氏の言 によれば,こ の 「楽 しみ」 と 「益」(juvetetprosit)に,そ れ らを相対 的概念 と し

て表現 しようとす る意図が果 た して どの程 度有 るか とい うことが疑問 とな るとい うことである.

筆者 は,こ の 「楽 しみ」 と 「益」を たとえた ものが 「花」 と 「実」であ ると考え るのであるが,

一方
,こ の 「花」 と 「実」 は 「注12」 の ようにア ン トワープ刊本 およびAnonymiFabu漉 の場

合は 「実」 と 「花」 とい う順序 とな る.そ うす ると,「 楽 しみ」をた とえた ものが 「実」,「 益」

をた とえた ものが 「花」 とい うことにな り,た とえの意 図が不分明な もの とな って しまう.し か

し,三 種の刊本の 中で最 も古 いTuppo集 の場合は,「 美 しく輝 く花」 と 「よい味がす る実」 と

は 「楽 しみ」 と 「益」 とをた とえた もので あると確 かに考 え られ るのであ る.こ のた とえの関係

か ら考え ると,「 楽 しみ」 と 「益」 とは二 つの概念 と して表 現 されてい るもの と考え ざるをえな

くな るのであ る.

21.「 注2」 の 「いそぼ物 語試論 ・その5」.

22.岩 波書店r文 学』(1978.10.VOL.46)所 収.
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Summary

Iselected`Vitaetfabulae,*intheTenriLibrary,andtriedcomparingtheprefaceof

thefablesinitWiththatofthefablesin`Isopomonogatari'.**

Theprefacein`Isopomonogatari'correspondswiththatin`Vitaetfabulae'.Never-

theless,thenumberofthefablesin`Isopomonogatari,isnotthesamewiththatin`Vitaet

fabulae'.

Thefablesin`Isopomonogatari'arethesamewiththoseinSteinhowel'sAesop's

Fables.***ButIcann't丘ndtheprefacelikethatof`Isopomonogatari'inSteinhδwel's

Aesop'sFades.

Asaresultofmyresearch,Iamconvincedthattheoriginaltextof`Isopomonogatari'

heldtheprefacelikethatin`Vitaetfabulae',andontheotherhand,Iconvinced,itheld

thesamenumberofthefablesinSteinhowel'sAesop'sFables.

Ref.*Aesop'sFablesinLatinoftheincunabularedition;withtheItaliantranslationof

FrancescodelTuppo,Napori,1485.

**AesoP'sFablesinJapanese;the`Kokatsujiban'editionintheearlyEdoperiod・

***Publishedaboutin1480;Caxton'sAesop'sFablcswhoseoriginaltextisSteirlh6wePs

Aesop'sFables.


